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除去土壌等保管容器の長期保管に伴う特性変化に関する調査研究(第 2 報) 

 

○高橋勇介（福島県環境創造センター）、西村正樹（大阪産業技術研究所） 

１ 研究背景と目的 

福島県内の除染活動で発生した除去土壌等は、仮

置場や現場保管場所（仮置場等）で保管されている

（図１）。現在、仮置場等から除去土壌等の搬出が進

められているものの、仮置場等での保管期間が当初

想定の 3年を超えている場所が数多く残されており、

保管容器等の経年変化がないか懸念されている。そ

こで本研究では、仮置場で使われる保管容器の長期

耐久性を調査した。 

２ 調査方法 

 (1)試料の作製 

県内の仮置場等で使用されている除去土壌等保管

容器（図１）（耐候性大型土のう、フレキシブルコン

テナ J 形 1 種および 2 種）について、仮置場現地で

約 2～6年使用された容器生地及び吊ベルトから切り

出した試験片と、未使用の保管容器に対して耐候性

試験機 1)による紫外線促進曝露（900/1500/3000時間

の 3種類）を行った試験片を作成した。 

(2)引張試験および化学分析  

  (1)で準備した試験片に対して、精密万能試験機

（島津製作所、AGS-10kNG）又は 100 kN 材料試験機

（Instron、5582型）による引張試験 2,3)を実施した。

また、試験片の表面および断面の微細構造を走査電

子顕微鏡（日本電子、JSM-6010LA）で確認した。また、

高分子の劣化状態を評価するため、高温 GPC（東ソー、

HLC-8321GPC/HT）による分子量分布測定を実施した。 

３ 結果および考察 

引張試験の結果、紫外線促進曝露処理 3000時間（屋

外使用 10 年相当 3)）の試料においては、引張強さが

耐候性大型土のうのマニュアル基準値（30 kN）を満

たしている一方で、仮置場現地で 1.0～3.5 年日光曝

露された吊ベルトに、同基準値を下回るケースが見受

けられた（図２）。しかし、分子量分布曲線において未

使用品と劣化品の間に明確な差異が見られなかった

（図３）こと、さらに、先行実施した赤外分光分析に

おいても明確な差異が認められなかった 4)ことから、

紫外線による分子量低下や酸化とは異なる劣化要因の存在が示唆された。 
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図１ 除去土壌等仮置場と保管容器 
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図２ 耐候性大型土のう吊ベルトの引張強さ 

図３ 耐候性大型土のう吊ベルト(試料①)の分子量分布曲線 

未使用品 

促進曝露 3000時間 

日光曝露 3.5年 

(a)紫外線促進曝露、(b)仮置場供用 

(a) 

(b) 

S5-4

- 28 -




